
（2015年度） 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度
アウトカム案
中間目標(2020年̃)
<成果目標(2030年)>

情報通信研究機構 研究計画（案）

自立的社会知技術の研究開発

＜社会知解析基盤技術＞

リアルタイム社会知の研究開発

• 社会における問題を自動検出し、より包括的な知識を得る質問の自動生成、および回答統合技術の研究開発
• SNS上の事象をリアルタイムに自動検出し、半自動で、特定の問題、分野等にシステムをチューニングする技術の研究開発

音声翻訳の自動翻訳技術の多言語化と多分野化

＜多言語音声翻訳技術＞

2020年までにGC計画10言語に
関して、旅行、医療、防災を含む

生活一般の分野について80%の
翻訳率を実現

2020年東京五輪までに音声翻

訳・対話システムを社会実装. ポ

スト五輪に技術移転

超高速・超高精度な多言語自動翻訳技術の研究開発

• 多言語対訳コーパス収集法の確立および多言語汎用自動翻エンジンの研究開発
• 多言語同時通訳技術の研究開発

多言語音声翻訳・対話システムの拡張と高精度化

脳内ネットワークのモデルを用４いた新たな情報処理アーキテクチャの研究開発
）

＜脳情報通信＞

2020年には、データベースの一

部公開を実現し、次世代のAIア

ル ゴ リ ズ ム 及 び 究 極 の

ニューロモルフィックAI等の研究

開発に活用

脳情報DBｼｽﾃﾑの研究開発

• 脳内NWのモデルから応用可能なバイオマーカーを見出し、現在のアーキテクチャが苦手とする情報処理を効率的に実現する情報処理
アーキテクチャの基盤を構築する

• 脳計測システム（MRI,MEG,EEG,NIRS等）による実験データを大規模DBとして構築、関連するデータ処理ツールを含め共有化。

パーソナルデータの利活用に適用できるプライバシー保護技術の研究

＜サイバーセキュリティ＞
2020年前半までにパーソナル

データ活用時のプライバシー対

策支援サービスの実運用⇒ビッ

グデータ利活用促進
セキュリティ技術の自動化の研究開発

• パーソナルデータ利活用に資するプライバシー保護技術の研究開発およびプライバシー対策支援ツールの開発・運用
• 実利用を鑑みたセキュリティ知識ベースの機能構築・拡充および組織内セキュリティの自動化技術の研究開発

ビッグデータを用いた太陽フレア発生確率予測の研究開発

＜電磁波・センシング＞
2030年度末までに統計的フレア

発生予測手法を確立

• 画像解析手法を用いたフレア発生確率の導出および磁場観測利用

プロトタイプ検証

プロトタイプ検証

２０２０年半ばまでに、非専門家
が社会問題等に関して、専門家
レベルの知識にアクセスでき、
青少年の学習等でも活用できる、
特定分野対話型情報サービス
や、災害の救援活動や、大規模
イベントの等の効率的運用を支
援するシステム
2030年には汎用対話型意思決
定支援システムを実現

東
京

五
輪

対災害SNS情報分析
システムDISAANA
の研究開発

2020年までに脳の情報処理に

学ぶネットワークのアーキテク

チャ・アルゴリズムの原理設計

＜革新的ネットワーク技術＞

脳活動計測技術
の研究開発

多言語音声翻訳
システVoiceTra
の研究開発

サイバー攻撃観測・
分析・対策システム
NICTER、リアルトラフィック
可視化ツール NIRVANA
等の研究開発

Web情報分析システム
WISDOM Xの研究開発

• 流通量変動や新サービス出現に対し、ネットワーク資源を各サービスへ適時適切に自動配分する技術の研究開発
• サービス要求に見合うよう、必要な処理機構を自律的にエッジやクラウドに配置する技術の研究開発

ネットワーク自動構築制御技術の研究開発

自律型エッジクラウド連携技術の研究開発

ネットワーク仮想化
技術の研究開発

2030年頃のネットワーク制御の

完全自動化をめざした認知型

調停、高信頼制御等の自動化

基礎技術と、エッジコンピュー

ティング環境を自在に操る自律

分散処理技術の確立。
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2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度
アウトカム

中間目標(2020年̃)
<成果目標(2030年)>

理化学研究所 革新知能統合研究センター 研究計画（案）

論文・特許・実験結果をもとに科
学研究の発展を支援

高度な手術支援、自動操縦ドロー
ンによるインフラの危険個所の自
動推定、異常気象の予測・被害を
最小限に抑える社会システムの
構築等

構築した基盤技術のサイエンスや
実社会への応用

＜革新的アルゴリズムに基づく基盤研究開発＞

＜倫理的・社会的課題への対応＞

＜データサイエンティスト、サイバーセキュリティ人材等の育成＞

クラウドソーシングを用いた遠隔データ解析教育

プライバシー・説明責任を考慮した人工知能技術の開発

全く新しい疎・不完全・超高次元データから高精度学習を実現できるアルゴリズムの開発

ストリーミングデータからリアルタイムで学習できるアルゴリズムの開発

学習アルゴリズムの選択・調整の自動化及びハードウェアを考慮した学習技術の開発、
最適なデータ収集戦略の策定

既存手法を改良したさらなる高速学習アルゴリズムの開発

＜複数分野におけるサイエンスの飛躍的発達＞

細分化が進む科学研究への対応

＜多数の応用領域の社会実装への貢献＞

社会実装を目的とした研究開発（超高齢社会へ向けた医療サポート、
老朽化が進むインフラへの対応、甚大な自然災害への対応）

基礎・基盤研究と
応用研究とを
スパイラルに展開

AI技術開発と
人文・社会科学とを
スパイラルに展開

＜ＪＳＴ・AIPネットワークラボ＞

イノベーション創発に資する人工知能基盤技術の創出と統合化（CREST・栄藤総括）

センサー技術、データベース技術
等を組み合わせて実世界データを
総合的に実時間で処理し理解で
きるシステムの構築

新しい社会システムデザインに向けた情報基盤技術の創出（さきがけ・黒橋総括） 情報を知的・統合的に解析し、新
しいサービスや社会構造の構築
に貢献する基盤技術の創出

情報と未来（ACT-I・後藤総括） ※加速フェーズ

連携



2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度
アウトカム案
中間目標(2020年̃)
<成果目標(2030年)>

産業技術総合研究所 人工知能研究センター 研究計画（案）

＜AI for Manufacturing＞

• 操作対象を状態も含めて認識し、ピッキング、折り畳み、ワイヤリングなどの操作を計画・実行。
• ロボットの感覚・運動連合、動作の観察からの模倣学習によるロボットの動作ティーチング。

＜AI for Human life/Services＞

• 確率モデリングやエージェントシミュレーションによる人々の行動予測とそれに基づくサービス設計。
• 画像、動画、音声データからの特徴抽出、異常検知技術の応用（インフラ検査、医療診断、監視カメラ等）
• セマンティック地図やオントロジーを用いた危機予測による自動運転、運転支援。

＜AI for Science/Technology＞

• 生命科学や材料科学等の実験データに機械学習技術を適用し、要因発見、機能予測等を行う。
• 文献情報からの知識発見や技術の未来予測を可能にし、科学技術の研究開発を加速。

＜AIフレームワーク・モジュール＞

• 主要モジュールの研究開発、それらモジュールを組み合わせたアプリ開発を容易にするワークフローの構築。
• 大規模目的基礎研究や先端技術研究開発の成果の活用と検証を促進。

＜大規模目的基礎研究＞

AIRC
第２期

モノづくりの競争力向上 変
種変量生産を大衆化。誰も
が自分にあった高付加価値な
製品を安価に利用可能に。

科学技術の研究開発におけ
る競争力向上 科学技術の
イノベーション加速、新材料・
新薬開発等の効率化と日本
の競争力、存在感の向上。

課題解決のためのAI基盤
モジュール開発により、ビッグ
データ等を活用する人工知能
を誰でも簡単に利用可能にし、
各種の社会実装を促進。

新たな情報処理原理 新し
い原理に基づく人工知能技
術により、ロボットや対話シス
テムの飛躍的高度化。

地域社会の活性化 医療・
介護サービス、移動サービス、
等の充実と生活支援による地
域の活性化。

安全・安心・健康な生活の確
保 災害対策、事故予防、
病気予防等の高度化、製品
デザイン安全化等による安心・
安全で健康な生活の維持、
支援。

コトづくりの競争力向上 それ
ぞれ人の嗜好や状況に適応し
た介入やサービスによるコトづく
り競争力向上。

• 実世界課題に適用し、脳型人工知能システムやデータ知識融合型人工知能システムを概念実証。
• スケーラブルな機械学習・確率モデリング手法の研究開発。深層表現学習の高度化。

産業用ロボットによるセル生産自動化
動作模倣技術によるティーチングの容易化

人間行動モデリング・社会シミュレーションによるサービス改善・創出
画像・音声・言語解析による実世界理解とその応用（自動運転、インフラ検査等）

機械学習による要因発見・機能予測・実験計画
学術データや技術データからの知識発見・未来予測

次世代人工知能フレームワーク研究、先進中核モジュール研究開発
次世代人工知能テストベッドの研究開発

次世代脳型人工知能研究開発
データ・知識融合型人工知能研究開発
機械学習・確率モデリングの高度化

AIプラットフォーム
技術の研究開発

ブレイクスルーとなる
要素技術の研究開発

ビッグデータ時代の
科学技術研究を支える
技術の研究開発

製造業を革新する
産業用ロボット技術の
研究開発

人々の生活環境を
理解し改善する技術の
研究開発

• LAMP、スペクトル分解
• 学術俯瞰システムなど

• 医療、介護現場支援
• 災害対策支援など

• 深層学習による
感覚・運動連合など

モジュール化 フィードバック

評価適用

• BN/確率プログラム
• BESOMなど


